
 
 

 
 

                 

 ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
１
）（
続
） 

：
専
修
代
表
宛
の
質
問
へ
の
回
答
（
続
） 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、

多
く
の
専
修
が
、
教
育
学
部
の
授
業

科
目
に
加
え
て
、
教
養
教
育
（
Ｇ
コ
ー

ド
）
科
目
、
他
学
部
向
け
教
職
科
目
を

担
当
し
て
い
ま
す
（【
質
問
５
】）。
こ

れ
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
新
た

に
設
け
た
質
問
項
目
で
す
。
結
果
を

見
る
と
、
教
養
教
育
科
目
に
つ
い
て

は 

３
４
科
目
、
７
８
単
位
（
１
０
専

修
、
２
科
）、
他
学
部
向
け
教
職
科
目

に
つ
い
て
は
２
３
科
目
、
４
６
単
位

（
５
専
修
、
１
科
）
と
な
り
ま
す
。
単

位
数
の
多
い
専
修
は
、
前
者
に
つ
い

て
は
、
順
に
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

２
１
単
位
、
教
育
心
理
学
２
０
単
位
、

国
語
教
育
８
単
位
、
後
者
に
つ
い
て

は
、
学
校
教
育
学
１
２
単
位
、
社
会
科

教
育
、
国
語
教
育
、
英
語
教
育
、
理
科

教
育
各
８
単
位
と
な
り
ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
よ
う
な

結
果
に
つ
い
て
、
専
修
代
表
と
し
て

の
意
見
、
要
望
、
疑
問
等
を
記
入
し
て

頂
き
ま
し
た
（【
質
問
６
】）。
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
報
告
書
に
譲
り

ま
す
が
、「
厳
し
い
状
況
で
も
最
も
重

視
す
る
も
の
は
何
か
、
学
部
と
し
て

一
致
し
た
見
解
が
必
要
」、「
１
０
年

先
を
見
た
配
置
・
昇
任
が
必
要
」、「
学

部
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

学
生
、
全
学
、
社
会
に
対
す
る
情
報
発

信
が
必
要
」、「
ポ
イ
ン
ト
は
昇
任
に

充
て
た
方
が
よ
い
」、「
適
切
な
学
生

数
・
教
員
数
の
比
率
の
検
討
が
必
要
」、

「
必
修
科
目
に
つ
い
て
は
専
任
教
員

の
配
置
が
必
要
」
等
、
今
後
の
学
部
運

営
に
関
す
る
重
要
な
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
２
） 

：
全
教
員
宛
の
質
問
へ
の
回
答 

 

続
い
て
、
全
教
員
宛
の
質
問
に
移

り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
教
育

学
部
の
教
員
７
３
名
か
ら
２
４
名
の

回
答
を
得
ま
し
た
（
回
答
率
３
３
％
）。 

【
質
問
７
】
学
系
か
ら
各
学
部
へ

の
教
員
ポ
イ
ン
ト
の
配
分
に
つ
い
て

は
、「
不
足
し
て
い
る
」
１
９
人
（
７

９
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」
５
人
（
２

１
％
）、「
充
分
で
あ
る
」
０
人
（
０
％
）

と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

自
由
記
述
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
数
の

少
な
さ
に
つ
い
て
、「
退
職
後
に
補
充

さ
れ
て
い
な
い
（
で
き
て
い
な
い
）
ポ

ス
ト
が
多
い
」、「
職
位
審
査
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
教
員
に
つ
い
て
昇

進
が
で
き
て
い
な
い
。
昇
進
の
見
込

み
も
不
透
明
で
、
本
学
で
の
勤
務
に

希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
」、
制

度
の
運
用
に
つ
い
て
、「
年
度
中
に
使

用
で
き
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
全
学

に
吸
い
上
げ
ら
れ
て
、
再
度
配
分
に

な
る
シ
ス
テ
ム
が
お
か
し
い
。
十
分

な
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
前
年
度
の

残
ポ
イ
ン
ト
も
用
い
て
次
年
度
に
人

事
を
実
行
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
方

法
に
改
め
て
欲
し
い
」、
ま
た
、
こ
れ

ま
で
に
行
わ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
配
分
に

関
し
て
、「
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
以
来
の

退
職
者
の
分
布
と
ポ
イ
ン
ト
の
配
分

を
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
」
、

「
定
年
退
職
、
途
中
転
出
に
合
わ
せ

て
学
部
か
ら
学
系
に
戻
し
た
教
員
ポ

イ
ン
ト
数
に
見
合
っ
た
だ
け
の
数
の

ポ
イ
ン
ト
が
学
部
に
配
分
さ
れ
て
い

る
の
か
、
部
局
間
に
不
公
平
が
発
生

し
て
い
な
い
か
」
等
、
検
証
の
必
要
性

を
指
摘
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
質
問
８
】
学
系
に
よ
る
教
員
配
置

制
度
に
つ
い
て
は
、「
見
直
し
が
必
要
」

１
５
人
（
６
２
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」

９
人
（
３
８
％
）、「
必
要
な
い
」
０
人

（
０
％
））
と
な
り
ま
し
た
。 

自
由
記
述
の
意
見
を
見
る
と
、「
専

修
の
専
任
教
員
の
意
志
の
反
映
が
保

障
さ
れ
て
い
な
い
」、「
自
然
科
学
系

に
学
ん
で
、
系
列
に
よ
る
審
査
を
実

体
化
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
学
系
に

よ
る
教
員
配
置
制
度
の
不
備
を
補
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
教
育
学
部
独
自

の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
目
的
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
運
用
事
例
が
存
在
す
る
こ
と

は
大
変
残
念
で
あ
る
」、「
教
授
会
の

議
論
が
形
骸
化
し
て
い
る
。
教
授
会

で
の
議
論
と
合
意
を
ベ
ー
ス
と
し
て

進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
等
、
学
部
教
授

会
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
す
る
意

見
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

【
質
問
９
】「
若
手
教
員
ス
イ
ン
グ

バ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
も
、

「
見
直
し
が
必
要
」
１
８
人
（
７

５
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」
６
人
（
２

５
％
）、「
見
直
し
は
必
要
な
い
」
０
人

（
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。「
各
学
部

に
必
要
な
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
」、「
助
教
で
は

授
業
担
当
に
制
限
が
あ
る
」、「
教
育

学
部
の
現
状
、
教
員
養
成
の
ニ
ー
ズ

と
の
乖
離
が
著
し
い
」、「
大
学
内
、
学

部
間
で
競
争
さ
せ
る
意
図
が
不
明
で

あ
る
」、「
審
査
コ
メ
ン
ト
が
稚
拙
で

あ
り
、
専
門
性
に
疑
問
を
感
じ
る
」、

「
学
長
、
理
事
に
よ
る
私
物
化
、
部
局

間
に
お
け
る
偏
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」、「
即
刻
廃
止
す
べ
き
」
等
、
批

判
的
な
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
配
分
方
針
に
関
し
て
、「
学

長
裁
量
ポ
イ
ン
ト
は
、
教
養
教
育
、
教

職
課
程
等
、
全
学
的
な
必
要
性
を
重

視
し
て
配
分
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
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教員配置問題 (2) 

 

教
員
配
置
問
題
を
考
え
る
（
続
） 

 
 前

号
（
第
２
２
７
号
）
に
続
い
て
、「
教
員
配
置
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
と
学
習
会
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。 



 
 

 
 

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。 

全
学
の
学
生
を
対
象
と
す
る
授
業

科
目
の
担
当
に
つ
い
て
、【
質
問
１
０
】

教
養
教
育
科
目
に
つ
い
て
は
、「
負
担

軽
減
が
必
要
」
１
３
人
（
５
４
％
）、

「
分
ら
な
い
」
１
１
人
（
４
６
％
）
と
、

大
き
く
２
つ
に
分
れ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。（「
現
状
維
持
が
適
当
」
は
０

人
（
０
％
））。
こ
れ
は
、
専
修
に
よ
る

担
当
状
況
の
違
い
が
大
き
く
、
学
部

全
体
の
状
況
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

教
養
部
の
廃
止
（
１
９
９
４
年
）
以

降
、
今
日
に
至
る
ま
で
３
０
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
専
任
教
員
、
非
常

勤
講
師
の
削
減
、
授
業
科
目
の
属
人

化
、
責
任
の
所
在
の
曖
昧
化
が
進
行

し
、
実
施
体
制
の
維
持
が
困
難
な
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
非
常
勤

講
師
の
確
保
に
加
え
、
学
長
裁
量
ポ

イ
ン
ト
が
準
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

【
質
問
１
１
】
他
学
部
向
け
教
職

課
程
の
授
業
科
目
の
担
当
に
つ
い
て

も
、「
負
担
軽
減
が
必
要
」
１
２
人
（
５

０
％
）、「
分
ら
な
い
」
１
１
人
（
４

６
％
）、「
現
状
維
持
が
適
当
」
１
人

（
４
％
）
と
、
こ
の
質
問
に
つ
い
て
も
、

回
答
が
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
原
因
は
【
質
問
１

０
】
に
同
じ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

専
任
教
員
の
減
少
に
よ
っ
て
、
教

育
学
部
に
お
い
て
は
、
必
修
科
目
で

さ
え
非
常
勤
講
師
に
依
存
せ
ざ
る
を

得
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
、
大
都
市
の
よ
う
に
人
材
が
豊

富
で
は
な
い
新
潟
県
に
お
い
て
授
業

を
担
当
で
き
る
非
常
勤
講
師
を
見
つ

け
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
用
業
務
を
含
め
、
教
育
学
部
が
他

学
部
向
け
教
職
課
程
の
責
任
を
持
つ

こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
至
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
課
程
認
定
学
部
の

責
任
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
学
長
裁

量
ポ
イ
ン
ト
が
準
備
・
配
分
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、【
質
問
９
】 

【
質
問
１
０
】【
質
問
１
１
】
に
つ
い

て
は
学
習
会
で
の
発
言
も
ご
参
照
く

だ
さ
い
。 

最
後
に
、【
質
問
１
２
】
教
育
学
部

に
お
け
る
教
員
配
置
計
画
の
見
直
し
、

【
質
問
１
３
】
教
員
の
配
置
問
題
全

般
に
つ
い
て
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。 

現
状
に
つ
い
て
は
、「
採
用
の
有
無

に
関
す
る
決
定
が
場
当
た
り
的
で
あ

り
、
専
修
間
に
不
公
平
が
あ
る
」、「
方

針
が
短
期
的
に
変
更
さ
れ
、
方
針
、
計

画
を
考
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
」、

「
計
画
の
見
直
し
が
１
年
以
上
放
置

さ
れ
て
い
る
」、「
昇
任
の
見
通
し
が

持
て
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
委
員
長
、

主
任
監
督
等
、
重
要
な
仕
事
を
担
当

す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
」、「
昇
任
・

採
用
人
事
と
も
、
業
績
評
価
が
い
い

加
減
す
ぎ
る
」
等
の
現
状
、
ま
た
、
課

題
に
つ
い
て
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

満
た
し
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は
速

や
か
な
昇
任
が
必
要
」、「
特
に
、
学
部

面
積
の
確
保
の
た
め
に
は
助
教
の
昇

任
が
重
要
」、「
計
画
の
立
案
の
前
に
、

基
本
用
語
の
定
義
を
含
め
、
教
員
配

置
の
基
本
原
理
、
原
則
の
確
立
が
最

大
の
課
題
」、「
教
員
配
置
の
原
則
は

学
部
運
営
の
方
針
か
ら
導
か
れ
る
」、

「
教
員
だ
け
で
な
く
、
事
務
職
員
の

増
員
が
必
要
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。 

学
部
運
営
に
つ
い
て
は
、「
教
授
会
、

委
員
会
で
意
見
が
言
い
に
く
い
」
、

「
発
言
し
て
も
ま
と
も
な
回
答
が
期

待
で
き
な
い
」、「
新
し
い
取
り
組
み

の
安
易
な
導
入
が
続
い
て
い
る
」
、

「
専
修
に
問
題
が
丸
投
げ
さ
れ
て
い

る
」
等
、
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。 

 ま
と
め
に
か
え
て 

 

「
専
修
別
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
第
１
回
）

実
施
時
か
ら
状
況
は
よ
り
深
刻
に
な

っ
て
お
り
、
多
く
の
問
題
が
全
専
修

へ
と
拡
張
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
昇
任

を
必
要
と
す
る
教
員
数
は
１
５
人
か

ら
２
８
人
と
約
２
倍
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
退
職
し
た
教
員
の
後
任
不
補

充
率
も
７
５
％
、
つ
ま
り
、「
４
人
辞

め
て
も
１
人
し
か
補
充
さ
れ
な
い
」

状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。
基
準
を
満

た
し
て
い
る
教
員
の
速
や
か
な
昇
任

が
必
要
で
す
。 

教
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原

理
、
原
則
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
何
よ
り
も
、
そ
の
前

提
と
し
て
、
学
部
運
営
の
基
本
原
則

の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
委
員
会
、
教
授
会
に
お
い
て

率
直
な
意
見
交
換
、
活
発
な
議
論
を

保
障
す
る
学
部
運
営
が
必
要
で
す
。 

教
育
学
部
が
抱
え
て
い
る
困
難
を
、

教
育
学
部
の
力
だ
け
で
克
服
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
学
系
、
大
学
に
対

す
る
要
請
、
他
学
系
と
の
連
携
協
力

に
加
え
、
教
員
養
成
教
育
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
国
民
一
般
に
対
す

る
問
題
提
起
が
必
要
な
局
面
を
迎
え

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

状
況
の
共
有
と 

原
理
・
原
則
の
明
確
化
を 

 

今
回
も
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

学
部
の
ル
ー
ル
作
り
、
原
則
・
原
理
を

明
確
化
し
て
い
く
課
題
が
あ
る
。
人

事
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
が
次
か
ら

次
へ
出
て
く
る
の
で
、
対
応
に
追
わ

れ
が
ち
に
な
る
け
れ
ど
も
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
。 

前
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

良
か
っ
た
こ
と
は
、
学
部
全
体
の
状

況
、
他
の
専
修
の
状
況
を
全
員
で
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

色
々
と
状
況
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、

そ
の
状
況
を
全
員
で
同
じ
よ
う
に
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
問
題
を

ど
う
や
っ
て
凌
ぐ
か
、
あ
る
い
は
、
攻

め
て
い
く
か
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
学
部
の
中
で
揉
め
て

い
る
よ
う
で
は
だ
め
だ
。
そ
の
た
め

に
も
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
う
ま

く
生
か
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

 教
養
教
育
（
Ｇ
コ
ー
ド
） 

科
目
の
実
施
体
制 

 

初
修
外
国
語
（
中
国
語
）
の
場
合 

私
の
場
合
、
授
業
科
目
「
中
国
語
ス

タ
ン
タ
ー
ド
Ⅰ
Ａ
」、「
中
国
語
ス
タ

ン
タ
ー
ド
Ⅰ
Ｂ
」、「
中
国
語
ス
タ
ン

タ
ー
ド
Ⅱ
」
を
す
べ
て
、
前
期
、
後
期

に
担
当
し
て
い
る
。
半
期
で
１
５
コ

マ
を
週
２
回
や
っ
て
い
る
の
で
、
３

０
コ
マ
、
前
期
、
後
期
で
、
年
間
全
６

０
コ
マ
行
っ
て
い
る
。
近
年
、
教
育
学

部
の
規
程
改
正
に
よ
っ
て
、
履
修
す

る
学
生
が
年
一
人
い
る
か
い
な
い
か

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。 

教
育
基
盤
機
構
・
国
際
セ
ン
タ
ー

の
協
力
教
員
と
し
て
、
色
々
な
会
議

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初

修
外
国
語
部
会
に
所
属
し
、
ロ
シ
ア

語
・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
等
の
担
当

教
員
で
お
互
い
に
シ
ェ
ア
し
な
が
ら

業
務
を
負
担
し
て
い
る
。
入
学
し
て

く
る
全
学
部
の
学
生
に
、
必
修
科
目

と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、

履
修
す
る
外
国
語
を
割
り
振
る
。
学

生
は
第
５
希
望
ま
で
出
す
。
そ
の
作

業
を
し
た
と
し
て
も
、
状
況
に
よ
っ

て
は
、
必
修
科
目
と
重
な
り
、
授
業
が

履
修
で
き
な
い
、
希
望
を
変
更
し
た

い
等
、
履
修
相
談
へ
の
対
応
を
す
る
。

相
談
窓
口
は
２
週
間
開
設
し
て
い
る

が
、
そ
の
間
、
教
員
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
メ
ー
ル
は
１
０
０
０
通
を
超
え
た
。 

（
次
号
へ
続
く
） 




